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公
平
な
支
援
は
公
正
か

　

大
災
害
の
た
び
に
浮
き
彫
り
に
な
る
の
は
、
支
援

の「
公
平
性
」と「
公
正
性
」の
深
い
溝
だ
。
避
難
所
、

衛
生
環
境
整
備
、
食
料
・
水
の
配
布
、
仮
設
住
宅
、

生
活
再
建
支
援
金
と
い
っ
た
「
一
般
的
な
支
援
」
は
、

全
て
の
被
災
者
を
対
象
と
し
た
公
平
な
仕
組
み
と
し

て
整
備
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
高
齢
者
、
障
が
い

者
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
人
、
外
国
人
、
生
活
困

窮
者
な
ど
、「
一
般
的
な
支
援
」
で
は
命
や
生
活
が
守

れ
な
い
人
々
が
、
取
り
残
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い

か
。
誰
も
が
同
じ
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
、
誰

も
が
支
援
に
よ
っ
て
命
と
尊
厳
が
守
ら
れ
、
生
活
再

建
が
で
き
る
こ
と
と
は
、
同
じ
で
は
な
い
。

　

日
本
女
子
大
学
名
誉
教
授
の
岩
田
正
美
氏
は
「
一

般
施
策
と
特
別
施
策
の
二
重
構
造
」
と
い
う
視
点
で
、

福
祉
国
家
が
「
普
遍
的
な
保
障
」
と
「
排
除
さ
れ
た
人

へ
の
包
摂
」
と
い
う
二
つ
の
柱
で
成
り
立
つ
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　

災
害
対
応
も
ま
た
、「
一
般
枠
」
と
「
特
別
枠
」
と

い
う
二
層
の
仕
組
み
が
あ
っ
て
初
め
て
、「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
支
援
」
へ
の
道
が
拓ひ

ら

け
る
の
で
は
な

い
か
。

一
般
枠
：
全
て
の
人
の
た
め
の
支
援
の
基
盤

　
「
一
般
枠
」
と
は
、
被
災
者
の
属
性
や
背
景
に
か
か

わ
ら
ず
、
全
て
の
人
を
対
象
と
し
て
提
供
さ
れ
る
支

援
だ
。
災
害
救
助
法
や
防
災
基
本
計
画
、
自
治
体
の

地
域
防
災
計
画
が
規
定
す
る
基
本
的
な
支
援
は
、
全

て
こ
の
枠
組
み
に
含
ま
れ
る
。

　

代
表
的
な
も
の
に
は
、
避
難
所
の
設
置
・
運
営
、

食
料
・
水
・
生
活
用
品
の
配
布
、
仮
設
住
宅
の
提
供
、

医
療
チ
ー
ム
の
派
遣
、
罹り

さ
い災

証
明
の
発
行
な
ど
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
「
誰
で
も
利
用
で
き
る
」「
申
請
す
れ

ば
受
け
ら
れ
る
」
こ
と
を
原
則
と
し
、
国
民
の
生
命

と
生
活
の
最
低
限
を
守
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

一
般
枠
の
意
義
は
大
き
い
。
第
一
に
、
普
遍
的
な

権
利
保
障
と
し
て
、
災
害
か
ら
の
安
全
と
生
活
再
建

の
機
会
を
全
て
の
人
に
保
障
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第

二
に
、
排
除
の
予
防
と
し
て
、
制
度
の
裾
野
を
広
げ

る
こ
と
で
取
り
残
さ
れ
る
人
を
減
ら
す
効
果
が
あ

る
。
そ
し
て
第
三
に
、
特
別
枠
の
前
提
条
件
と
し
て
、

一
般
枠
が
機
能
し
て
こ
そ
、
特
別
な
支
援
が
意
味
を

持
つ
と
い
う
点
で
あ
る
。

特
別
枠
：
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
重
点
的
支
援

　

し
か
し
、
現
実
に
は「
一
般
枠
」だ
け
で
は
救
え
な

い
命
が
あ
る
。
障
が
い
者
が
段
差
の
多
い
避
難
所
で

生
活
で
き
な
い
、
医
療
的
ケ
ア
児
が
電
源
の
な
い
場

所
で
生
き
ら
れ
な
い
、
日
本
語
が
読
め
な
い
外
国
人

が
情
報
を
得
ら
れ
ず
に
孤
立
す
る
、
こ
う
し
た
事
例

は
後
を
絶
た
な
い
。

　
「
特
別
枠
」
と
は
、
一
般
枠
で
は
届
か
な
い
人
々
に

対
し
て
、
追
加
的
・
専
門
的
・
個
別
的
な
支
援
を
行

う
仕
組
み
で
あ
る
。
個
別
避
難
計
画
作
成
、
福
祉
避

難
所
の
設
置
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
医
療
・

介
護
の
継
続
支
援
、
多
言
語
情
報
の
提
供
、
被
災
医

療
・
福
祉
施
設
へ
の
事
業
継
続
支
援（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）な
ど

が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　

特
別
枠
の
意
義
も
考
え
た
い
。
第
一
に
、
包
摂
の

装
置
と
し
て
、
一
般
支
援
か
ら
漏
れ
や
す
い
人
々
を

救
い
上
げ
る
。
第
二
に
、
生
命
と
尊
厳
の
保
障
と
し

て
、
標
準
的
支
援
で
は
届
か
な
い
命
と
暮
ら
し
を
守

る
。
第
三
に
、
排
除
さ
れ
が
ち
な
人
々
を
再
び
社
会

の
中
へ
と
包
摂
す
る
役
割
を
担
う
。

な
ぜ
特
別
枠
は
遅
れ
て
き
た
の
か

　

な
ぜ
被
災
者
支
援
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
一
般
施

策
が
中
心
で
、
特
別
施
策
の
整
備
が
遅
れ
て
き
た
の

だ
ろ
う
か
。
理
由
は
複
合
的
だ
が
、
主
な
要
因
と
し

て
以
下
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

被
災
者
支
援
に
お
け
る 

「一般
枠
」
と
「
特
別
枠
」
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第
一
に
、「
平
等
＝
公
平
」
と
い
う
価
値
観
の
根
強

さ
で
あ
る
。
戦
後
の
日
本
社
会
は
、「
同
じ
条
件
で

同
じ
支
援
を
行
う
こ
と
」
が
公
平
で
あ
る
と
考
え
て

き
た
。
標
準
化
さ
れ
た
支
援
を
広
く
提
供
す
る
こ
と

が
正
義
と
さ
れ
た
た
め
、「
一
部
の
人
に
特
別
な
支

援
を
行
う
」
こ
と
は
「
不
公
平
」
と
誤
解
さ
れ
や
す

か
っ
た
。

　

第
二
に
、
行
政
制
度
の
縦
割
り
構
造
で
あ
る
。
防

災
は
総
務
消
防
部
局
、
福
祉
は
福
祉
部
局
、
医
療
は

保
健
部
局
が
所
管
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
が
連
携
し

に
く
い
状
況
が
続
い
て
き
た
。
結
果
と
し
て
、「
福

祉
的
な
視
点
を
持
っ
た
災
害
対
応
」
が
後
回
し
に

な
っ
た
。

　

第
三
に
、
対
象
者
の「
見
え
に
く
さ
」で
あ
る
。
障

が
い
や
疾
病
、
貧
困
、
外
国
籍
な
ど
は
行
政
デ
ー
タ

上
で
把
握
が
難
し
く
、
災
害
時
に
は
誰
が
ど
こ
で

困
っ
て
い
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
現
実
が
あ

る
。
個
別
支
援
が
制
度
化
し
に
く
か
っ
た
大
き
な
要

因
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
政
治
的
・
財
政
的
優
先
順
位
の
低
さ
で

あ
る
。
特
別
支
援
は
専
門
職
や
人
手
を
要
し
、
コ
ス

ト
も
高
い
。
そ
の
た
め
、「
ま
ず
は
全
員
に
基
本
的

な
支
援
を
」と
い
う
方
針
が
常
に
優
先
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
う
し
て
、
特
別
枠
は
「
補
助
的
」「
後
追
い
的
」

「
民
間
ま
か
せ
」
な
位
置
付
け
に
と
ど
ま
り
、
結
果
と

し
て「
支
援
が
届
か
な
い
人
」が
繰
り
返
し
生
ま
れ
る

構
造
が
続
い
て
き
た
。

「
二
層
」
で
は
な
く
「
循
環
」

　

岩
田
正
美
氏
は
、
一
般
枠
と
特
別
枠
は
「
上
下
関

係
」
で
は
な
く
、「
循
環
的
・
連
続
的
な
関
係
」
に
あ

る
と
示
し
て
い
る
。

　

一
般
枠
は
特
別
枠
の
土
台
で
あ
り
、
避
難
所
や
物

資
供
給
な
ど
の
基
盤
的
支
援
が
機
能
し
て
こ
そ
、
特

別
支
援
が
生
き
る
。
逆
に
、
特
別
枠
の
実
践
を
通
じ

て
、
一
般
枠
の
盲
点
や
バ
リ
ア
が
見
え
て
く
る
。
例

え
ば
、
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
情
報
保
障
の
制
度
化
は
、

一
般
的
な
避
難
所
運
営
の
改
善
に
つ
な
が
る
。
実
は
、

健
常
な
人
も
高
齢
化
や
病
気
、
家
族
構
成
の
変
化
に

よ
っ
て「
特
別
な
支
援
」が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
両
者
を「
二
者
択
一
」で
は
な
く
、

「
連
続
体
」と
し
て
設
計
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

包
摂
型
災
害
対
応
モ
デ
ル
へ

　

今
後
の
被
災
者
支
援
を
考
え
る
と
、「
一
般
枠
の

強
化
」「
特
別
枠
の
標
準
化
」「
両
者
の
接
続
」
と
い
う

三
つ
の
方
向
性
を
同
時
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
一
般
枠
の
質
的
転
換
で
あ
る
。「
最
低
限

の
支
援
」
か
ら
「
尊
厳
を
守
る
支
援
」
へ
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
が
必
要
だ
。
避
難
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

ト
イ
レ
や
衛
生
環
境
の
改
善
、
多
言
語
情
報
の
標
準

装
備
な
ど
は
、
全
て
の
人
に
と
っ
て
有
益
な
支
援
で

あ
り
、
結
果
的
に
特
別
枠
の
必
要
性
を
減
ら
す
。

　

第
二
に
、
特
別
枠
の
制
度
化
と
標
準
化
で
あ
る
。

２
０
２
５
年
の
災
害
救
助
法
改
正
で
「
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
」
が
追
加
さ
れ
た
よ
う
に
、
特
別
支
援
は

も
は
や「
特
例
」で
は
な
く
、
行
政
責
任
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
両
者
を
つ
な
ぐ
シ
ス
テ
ム
の
整
備
で
あ

る
。
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
専
門
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

福
祉
専
門
職
の
現
場
配
置
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
な
ど
が
、
一
般
枠
と
特
別
枠
の
橋

渡
し
役
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
を
行
う
中

核
的
組
織
と
し
て
、
被
災
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
提

案
し
た
い
。

　

被
災
者
支
援
は
、「
一
般
枠
」と「
特
別
枠
」と
い
う

二
本
の
柱
が
あ
っ
て
初
め
て
機
能
す
る
。
前
者
は

「
誰
で
も
」
支
援
を
受
け
ら
れ
る
権
利
を
保
障
し
、
後

者
は「
必
要
な
人
」に
対
し
て
命
と
尊
厳
を
守
る
支
援

を
届
け
る
。
そ
の
両
者
の
間
に
し
っ
か
り
と
橋
を
架

け
る
こ
と
こ
そ
が
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会

の
基
盤
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
災
害
対
応
は「
平
等
」を
重
視
す
る
あ

ま
り
、
現
実
の「
不
平
等
」を
見
落
と
し
て
き
た
。
し

か
し
、
社
会
の
多
様
性
が
高
ま
る
今
こ
そ
、
支
援
の

「
量
」で
は
な
く「
質
」を
問
う
時
代
で
あ
る
。
福
祉
国

家
が
二
つ
の
腕
を
も
っ
て
包
摂
を
進
め
て
き
た
よ
う

に
、
災
害
対
応
も
ま
た
、
一
般
施
策
と
特
別
施
策
の

二
重
構
造
を
再
設
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
包

摂
的
で
尊
厳
あ
る
支
援
へ
と
進
化
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
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